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人口6，152人（一48）

　男　　2，974人（一17）

　女3，r78人（一31）

世帯数　1，745戸（一3）
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ちょっぴり緊張、
　町内幼稚園の入園式が、4月6、7日に行われ、桜舞うなか、

希望に胸をふくらませた87名の新しい園児が誕生しました。

　入園式では、ちょっぴり緊張しながらも、先生から名前を呼

ばれると元気な声で返事をしていました。

　　　　　　　　　　　　　（写真は更郷幼稚園の入園式）

つばくらめちぢと飛び交ひ阿武隈の

　　　　　　　　　岸の桃の花いま盛りなり
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自
然
と
心
の
み
れ
あ
い
を

～
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
る
さ
と
推
進
モ
デ
ル
事
業
～

　
過
疎
対
策
推
進
事
業
と
し
て
国
土
庁
が
五
十
九
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
「
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
ふ
る
さ
と
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
、
東
郷
町
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
全
国
で
九
町
村
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
県
内
で
の
指
定
は
本
町
が
初

め
て
の
こ
と
で
す
。

　　リ

推フ
進レ
モ　ツ
　　　　　ヘ

アン
ノレ　ユ

事ふ
業る
とさ
はと

　
今
後
の
過
疎
地
域
の
振
興
の
た
め

に
は
、
従
来
か
ら
進
め
て
き
て
い
る

生
活
基
取
皿
の
整
備
や
産
業
の
振
興
と

相
ま
っ
て
、
美
し
く
多
彩
な
自
然
、

事
業
予
定
地

伝
統
や
習
俗
、
温
か
い
人
情
な
ど
と

い
っ
た
過
疎
地
域
特
有
の
す
ぐ
れ
た

魅
力
や
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、
都
市

と
の
交
流
、
地
域
資
源
の
自
主
的
な

保
全
管
理
を
図
る
な
ど
、
新
た
な
視

点
か
ら
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景

の
も
と
、
交
流
を
通
じ
て
過
疎
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
役
割
や
個
性
の
充

実
強
化
と
と
も
に
、
地
域
イ
メ
ー
ジ

の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
国
土
庁
が
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら

進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

禽
ず
、
多
三
碧
圃
修
飼
囲

　
東
郷
町
の
事
業
の
概
要
は
、
「
牧

水
」
、
「
清
流
」
及
び
「
ふ
れ
あ
い
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
坪
谷
地
区
に
お

い
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
牧
水

公
園
（
建
設
省
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

整
備
事
業
）
に
隣
接
し
た
場
所
に
交

流
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
既
存

の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施

設
、
無
料
休
憩
所
牧
水
庵
、
む
ら
お
こ

し
小
屋
、
河
川
プ
ー
ル
と
の
有
機
的
な

連
携
が
図
ち
れ
る
よ
う
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
六
十
三
年
度
は
、
宿
泊
施
設
を
備

え
た
多
目
的
研
修
施
設
「
ふ
れ
あ
い

の
家
（
仮
称
）
」
（
木
造
二
階
建
て
、

六
一
五
㎡
）
を
建
設
、
六
十
四
年
度

は
、
貸
コ
テ
ー
ジ
（
木
造
平
家
建
て
、

三
四
㎡
）
を
五
棟
、
炭
焼
き
小
屋
、

水
車
小
屋
、
ふ
る
さ
と
の
小
川
な
ど

を
建
設
す
る
計
画
に
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
費
は
二
ヶ
年
で
二
億

五
千
七
百
万
円
（
概
算
）
。
　
こ
の
う

ち
国
庫
補
助
は
四
千
八
百
万
円
で
す
。

コテージ群

多目的研修施設
（ふれあいの家）

施設整備後のイメージスケッチワフレッシュふるさと。推進モデル事業

、
つ

こ“、
つ

と報町〔3）昭和63年5月号

姉
妹
都
吊
宜
野
湾
吊
か
ら

　　

@　

@　

@
交
流
児
童

　
沖
縄
県
宜
野
湾
市
の
小
学
生
ら
十

六
名
が
、
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
泊

四
日
の
日
程
で
交
流
の
た
め
東
郷
町

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
宜
野
湾
市
と
は
、
戦
争
中
に
現
在

の
宜
野
湾
市
か
ら
福
瀬
、
坪
谷
に
学

童
疎
開
し
て
い
た
こ
と
が
縁
で
、
昭

和
六
十
年
に
姉
妹
都
市
の
提
携
を
行

い
、
文
化
、
産
業
、
教
育
等
の
親
密

な
交
流
を
図
り
両
市
町
の
友
交
を
深

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
、
新
ひ
む

か
づ
く
り
運
動
の
一
環
と
し
て
児
童

レ
2
8
日
、
日
向
市
駅
到
着
時

の
相
互
交
流
を
始
め
昨
年
八
月
、
ま

ず
東
郷
町
の
児
童
ら
十
二
名
が
宜
野

湾
市
を
訪
れ
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
東
郷
町
を
訪
れ
た
一
行
は
、

宜
野
湾
市
内
の
小
学
校
五
、
六
年
生

十
二
名
と
引
率
者
四
名
で
、
訪
問
期

間
中
牧
水
記
念
館
等
の
見
学
や
、
町

内
の
児
童
宅
で
の
民
泊
、
福
岡
小
学

校
、
坪
谷
小
学
校
の
児
童
と
の
交
流

な
ど
行
い
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
毎
年
お
互
い
に
訪

問
し
合
い
更
に
交
流
を
深
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

ぐ
役
場
講
堂
で
の
歓
迎
会

レ
福
瀬
小
学
校
訪
問

今
回
の
児
童
交
流
に

　
　
応
募
し
た
理
由

普
天
間
第
二
小
学
校
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
喜
瀬
涼
子

「
東
郷
町
は
緑
や
川
に
囲
ま
れ
た
町

だ
と
き
い
た
の
で
、
宜
野
湾
市
に
は

な
い
自
然
に
ふ
れ
て
み
た
い
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
す
ご

し
て
み
た
い
。
ま
た
、
沖
縄
の
流
舞

を
し
ょ
う
か
い
し
た
い
。
」

山
導
大
学
附
属
小
学
校
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
里
　
公
子

「
去
年
東
郷
町
か
ら
き
た
友
達
と
の

＜
坪
谷
小
学
校
訪
問

交
流
会
に
参
加
し
て
貴
重
な
体
験
を

え
た
こ
と
か
ら
、
今
度
は
宮
崎
へ
行

き
交
流
を
深
め
よ
う
と
思
っ
た
。
L

宜
野
湾
小
学
校
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
比
嘉
雄
紀

コ
宜
野
湾
市
を
知
る
と
共
に
姉
妹
都

市
で
あ
る
東
郷
町
を
勉
強
し
交
流
を

深
め
た
い
。
L

大
謝
名
小
学
校
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
崎
間
は
る
か

「
宮
崎
の
人
と
交
流
会
を
し
て
、
沖

縄
県
と
宮
崎
県
の
ち
が
い
や
、
ま
た

同
じ
小
学
生
の
考
え
方
や
日
ご
ろ
の

す
ご
し
方
な
ど
を
学
び
た
い
。
」

＜
沖
縄
の
流
舞
披
露

レ
む
か
ば
き
山
ハ
イ
キ
ン
グ
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仁

山
マ

‘
r
、
　
昇
等
こ

欝
訴

～
安
全
に
つ
し
て
～

　
春
の
農
作
業
期
を
迎
え
、
農
作
業

事
故
の
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
近
年
基
盤
整
備
に
よ
る
ほ

場
の
面
積
拡
大
に
よ
り
、
二
十
馬
力

以
上
の
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
導
入
や
、

田
植
機
、
刈
取
脱
穀
機
等
の
農
業
機

械
化
に
併
行
し
、
操
作
技
術
の
ミ
ス

か
ら
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
兼
業
農
家
の
増
加
に
伴
い
婦

女
子
や
高
齢
者
の
農
作
業
事
故
が
近

年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
草
刈
機
等
に

調整は点検・

エンジンを止めて

　ワラなどがつまったり．機械の部品がはずれ

たりしてなおすときや燃料の補給をするときは、

必ずエンジンを止めましょう。

よ
る
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
天
気
の
良
い
日
が
続
く
時
は
、
イ

タ
リ
ア
ン
等
の
乾
操
調
整
の
為
に
草

刈
機
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す

の
で
、
無
理
な
運
転
を
さ
け
事
故
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

農
業
機
械
を
安
全
に

　
　
　
使
う
た
め
に
〃

◎
作
業
前
の
注
意

一、

@
械
の
特
徴
や
危
険
な
部
分
を

　
　
よ
く
知
っ
て
お
く
。

ぱ

毎
一、

g
い
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
こ
と
。

一、

�
�
ﾅ
運
転
、
作
業
し
な
い
こ
と
。

一、

ﾀ
全
カ
バ
ー
は
確
実
に
。

◎
作
業
中
の
注
意

　
　
　
　
6

エ
／
ソ
／
δ
へ

煮
ろ
〃

　
点
検
、
調
整
は
エ
ン
ジ
ン
を
止

　
め
て
。

、
運
転
者
に
は
遠
く
か
ら
合
図
を
。

、
時
間
を
決
め
て
休
憩
を
と
る
。

、
ほ
場
の
出
入
は
慎
重
に
。

標
準
農
業
労
働
賃
金

　
農
業
労
働
賃
金
、
小
作
料
に
つ
い

て
は
、
毎
年
農
業
委
員
会
に
お
い
て

そ
の
標
準
と
な
る
賃
金
を
定
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
六
十

三
年
度
の
標
準
賃
金
が
次
の
と
お
り

定
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

駅難

標準小作料
　　　　年度
謨ｪ

62　　年 63　　年

上　　　田
i400kg以上）

21，000 21，000

中　　　田
i399～301kg）

15，000 15，000

下　　　田
i300kg以下）

9，000 9，000

農業労働賃金表
作　　業　　種　　類　　　　　63年度　　　備　　　　　考

耕起　　5，000　1

荒代1　4．000　［

植代！　6，000

　　　　　　　跨理田
堰@　　田i　　　　　　　l　　　　　　　未整理田

@　　　　　　！

耕起　　5，000

荒代　　4，000

植代 6，000

老匠 6，500

荒代 5，200

植代 6，000

水
稲
作
業

飼料作物

ﾕ　　　地

整　理　田

｢整理田
耕起 6．500　1

荒代 5．200　1

植代 6，000

田　　　植
整　　　理　　　田 6，000 2

未　　整　　理　　田 6，000

L補植は含まない。
Q．． c運搬は含まない．　　　　　　　　　　　　▼

整　　　理　　　田 11，000

コンバイン
未　　整　　理　　田 lLOOO

ひも代は含まない。

整　　　理　　　田 6，000

バインダー
未　　軟　　理　　田 6，000

脱　　　穀 ハーヘスター、袋当り 300　五代は含まない。

耕　　　転 パワーディスク 3．500　1耕．
]
f
乍
1

深　　　耕 プ　　　ラ　　　ウ 5，000

農機具使用　者　日　当 6，000
業『唱

田　植　作　業　（男、女共） 4，000 （二食付〉
労
務
費

男 5，000　…

一　般　農　作　業 女． 4，000

児
童
手
当
の
受
給
申
讃
は

　　

@　

@
済
み
ま
し
た
か
〃

　
児
童
手
当
制
度
改
正
に
よ
り
昭
和

六
十
三
年
度
か
ら
第
二
子
、
第
三
子

以
降
と
も
に
小
学
校
就
学
前
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
者
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
昭
和
五
十
七
年
四

月
二
日
以
降
生
ま
れ
の
児
童
を
含
む

二
人
以
上
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

者
が
対
象
と
な
る
わ
け
で
す
。
児
童

手
当
は
申
請
し
た
翌
月
か
ら
支
給
対

事項ノ立地条件によっては割増村金を設定することかある。
　　　割増料金は受．委託者間で面エ定する。

象
と
な
り
ま
す
の
で
該
当
者
で
未
申

請
の
方
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
役
場
住
民
課
福
祉
係
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
又
現
在
受
給

し
て
い
る
方
は
毎
年
六
月
目
現
況
届

け
を
し
て
切
り
替
え
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
役
場
か
ら

連
絡
し
ま
す
の
で
必
ず
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

、
つ

こ“、
つ

と造田丁61昭和63年5月｝∫

癒
繊
野

馳
、
…

、
嶺
蓋
　
日
脚

、、

ｴ

嘗

▲優等の五席
　4月8日、延岡家畜市場で開催された春季育成牛共

進会に本町より4頭の育成雌牛が出場しました。

　結果はつぎのとおりです。

　優等五席　仲　深　那須哲男

　1　　等　迫野内　持田今朝弥

　2　　等　鶴野内　今村重信

　2　等羽坂寺原義雄

↑
し
◎
塾
◎
」
↑
も
◎
辱
奄
辱
ら
唖
噸
辱
◎
●
噸
■
ら
●
ら
駈
■
塾
6
㌃
◎
曇
も
塾
ら
塾
↑
塾
も
」
．
◎
禦
ら
藍
．
◇
塾
◇
・
◎
一
㌃
噸
韮
◎
隆
も
集
◎
董
．
辱
．
㌃
噸
℃

▼新一年生に交通安全教窒

　ピッカピッカの1年生。希望と不安に心をはずま

せて、9日町内一斉に小学校の入学式が行われまし

た。この幼い主役たちを『交通戦争』から守るため、

東郷町交通安全対策協議会では、4月11・12日の2

日間、学校のPTAの協力をうけて各小学校で交通

安全教室を実施しました。講師には、日向警察署、

東郷駐在所、坪谷駐在所の警察官、東郷町交通指導

員があたりました．

、

網

田
晦

、
燦鰍

　ザ　　　　モ　

準輪講
凱癒慧

喚
．
憲ζ

灘
、｝

O
記
海

、
翌
、
、

レ
坪
谷
地
区

　
　
多
目
的
集
会

　
　
　
施
設
完
成

　
第
三
期
山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策

事
業
に
よ
り
、
坪
谷
地
区
多
目
的
集

会
施
設
が
完
成
し
、
四
月
十
日
落
成

祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
、

前
の
坪
谷
公
民
館
あ
と
で
、
鉄
骨
平

家
建
二
七
八
㎡
、
総
事
業
費
三
二
、

五
三
二
千
円
か
か
り
ま
し
た
。

鶴
ク
腎
。

全
国
中
学
校
▼

軟
式
庭
球
大
会

　
　
　
　
　
～
坪
谷
中
～

　
三
月
二
十
八
日
、
大
阪
府
吹
田
市

で
行
わ
れ
た
全
国
中
学
校
軟
式
庭
球

大
会
に
出
場
し
た
坪
谷
中
学
校
庭
球

部
は
、
「
回
戦
で
愛
媛
県
の
久
米
中

と
対
戦
し
、
3
対
0
で
快
勝
。
二
回

戦
は
、
優
勝
し
た
福
島
県
の
西
郷
第

】
中
に
1
対
2
と
惜
敗
し
ま
し
た
が
、

の
び
の
び
と
し
た
プ
レ
ー
で
応
援
の

父
母
を
沸
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

＜
ピ
ア
ノ
寄
贈

彰ア「
“

短
歌

綿

尾
鈴
短
歌
会

～
前
田
理
恵
子
さ
ん
か
ら
～

　
宮
崎
市
の
前
田
理
恵
チ
さ
ん
か
ら

東
郷
町
ヘ
ピ
ア
ノ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
中
央
公
民
館
に
備
え
大
切
に
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○

ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
か
へ
り
し
友
の
だ
し

ぬ
け
に
我
が
肩
た
た
き
言
葉
か
け
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

湧
き
出
つ
る
若
水
汲
み
て
書
初
の
短

歌
色
紙
に
筆
取
り
て
見
む

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

此二

ﾗ
な
る
こ
と
に
い
ら
だ
つ
此
の
日

頃
ま
つ
わ
る
猫
に
も
あ
た
り
散
ら
す
も

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

き
さ
ら
ぎ
の
風
の
ゆ
る
み
て
鉢
植
の

紅
梅
こ
こ
に
日
な
た
ぼ
こ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
芋
京
　
刀
1
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
や
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
」

わ
が
た
め
に
娘
が
買
い
く
れ
し
シ
ク

ラ
メ
ン
瑞
々
し
く
も
花
咲
き
そ
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

け
づ
ら
れ
る
山
を
見
つ
め
て
こ
の
幼

山
が
小
さ
く
な
る
と
岐
く

　
　
　
　
　
　
　
　
荒
砂
金
義
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底
冷
祭

　
須
無
爵
が
四
月
一
日
午
前
卜
時
か

ら
行
わ
れ
ま
し
た
．
．

　
当
日
は
、
役
場
前
の
頂
徳
の
碑
に

そ
の
名
を
刻
ま
れ
て
い
る
新
名
馬
治
、

高
森
順
蔵
、
奈
須
熊
吉
、
黒
木
松
美
、

塩
月
儀
市
氏
の
遺
族
と
高
森
町
長
を

は
じ
め
、
関
係
者
約
四
十
名
が
参
列

し
、
故
人
の
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

慰
霊
祭

頒徳の碑

　
　
今
か
ら
三
百
年
前
の
元
禄
五
年
、

　
山
陰
村
、
坪
谷
村
百
姓
］
揆
が
起
こ

　
つ
た
後
、
幕
府
の
仕
末
が
終
り
、
坪

　
谷
村
と
下
三
ヶ
村
（
瀬
平
、
下
水
流
、

　
藍
玉
、
下
渡
川
）
は
、
幕
府
直
轄
領

卑け
即
ち
天
領
と
な
っ
た
の
で
す
。

㈹噂齢酬

　　

　
四
月
三
日
、
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
献

が
誠
難
噂
諺
欝
轟

辞
蝋
紙
澱
鰭
二
湘
誌

簿
雌
、
が
毎
年
行
．
て
い
る
も
　

列挫

戟
h
式
蝉
騒
鷺
　

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
献

　 　
　
　
　
　
　
野
々
崎

庵
登

珍
西
内
川
坪
総

量
道
議
。

　
　
　
　
坪
小
色

　
　
　
　
本
村

　
　
　
　
　
　
　
ミ

盗
緊

番概
市
谷

／誉

　
昔
か
ら
坪
谷
の
者
は
気
位
が
高
か

っ
た
と
か
、
威
張
っ
て
お
っ
た
と
か

」．

S
う
の
は
、
こ
の
天
領
地
で
あ
っ
た

為
で
、
山
陰
村
の
様
に
延
岡
の
小
さ

な
藩
領
地
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

位
威
張
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
以
前
は
坪
谷
区
、
瀬
平
区
の
二
区

に
分
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
1
．
九
年

に
両
区
が
合
併
し
て
新
坪
谷
区
と
な

っ
た
の
で
す
。
面
積
は
町
内
で
一
番

広
く
三
八
・
○
八
平
方
キ
ロ
あ
り
、

小
野
田
、
鶴
野
内
、
八
重
原
、
迫
野

内
四
区
を
合
わ
せ
た
面
積
で
あ
り
ま

す
。
人
口
は
、
七
六
四
人
で
町
内
で

　
　
　
　
　
　
は
寺
迫
に
次
ぎ
四
位

下
水
流
　
西
林

　
　
　
　
△

深
谷

．
ゲ

貌
螂

、
撃
＼
へ

　
　
　
　
噸
過
湿
　
△

鷺
H上

野
原

　
　
　
　
　
五
輪
籔

　
　
　
仲
崎
．
ラ
／
△

多
全
一
勾
勿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

ク柄

で
す
。

　
昔
か
ら
山
陰
村
と

同
じ
く
庄
屋
が
い
ま

し
た
，
、
昌
福
寺
と
い

う
寺
や
、
坪
谷
城
跡

が
あ
り
、
郵
便
局
、

警
察
駐
在
所
、
中
学

校
、
小
学
校
、
農
協

等
あ
ら
ゆ
る
機
関
が

揃
っ
て
い
て
、
区
民

の
利
便
に
供
し
て
い

ま
す
。

　
若
山
牧
水
の
生
誕

地
で
あ
り
、
日
本
全

国
に
坪
谷
の
名
は
知

ら
れ
て
い
て
、
現
在

東
郷
町
に
て
も
文
化

の
中
心
地
、
又
は
観

光
地
と
し
て
も
誇
り
高
き
所
と
な
り

っ
っ
あ
り
ま
す
．
、
坪
谷
川
の
清
流
が

尾
鈴
山
の
裾
野
と
平
田
の
山
奥
と
の

二
ヶ
所
を
源
流
と
し
て
流
れ
、
至
る

と
こ
ろ
に
大
き
な
淵
を
つ
く
り
、
村

人
に
美
し
い
眺
め
を
与
え
て
い
ま
す
。

尾
鈴
連
山
も
四
季
折
々
に
美
観
を
提

供
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
多
軸
ノ
木

よ
り
三
崎
を
通
る
赤
井
笠
、
三
朔
深

谷
に
通
じ
る
農
免
道
路
は
、
道
幅
も

広
く
民
家
の
前
や
林
間
を
過
ぎ
、
付

近
の
人
の
交
通
の
便
は
勿
論
、
春
の

ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
秋
の
紅
葉
の

景
色
は
、
ド
ラ
イ
ブ
す
る
者
に
、
好

感
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
近
時
、
水
田
の
基
盤
整
備
が
全
面

的
に
実
施
さ
れ
、
美
田
が
至
る
と
こ

ろ
に
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
山
林
の

姿
も
良
く
、
植
林
、
椎
茸
生
産
も
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
水
道
施
設
は
、
二

年
前
よ
り
実
施
さ
れ
大
内
川
の
豊
富

な
水
を
取
り
入
れ
た
仲
深
、
羽
坂
に

及
ぶ
大
水
道
施
設
も
近
く
完
工
し
ま

す
、　

　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

阿
～
4
～
昇
～
多
～
〆
～
，
～
戸
～
チ
～
．
県
～
蔓
φ
～
チ
峯
～
‘
～
ρ
～
4
～
肇
～
6
～
チ
～
ρ
～
炉
～
夢
頴
奎
拶
～
炉
～
葬
～
弼
～
4
～
’
～
浄
f
婁
～
4

（入、

若山牧水・
朕融x×胤、v幅．琶蝋v・

牧
水
の

　　

@
小
説

古
い
村
⑳

塩
月
儀
市

「
僕
で
す
よ
、
私
で
す
よ
、
田
口
の

藤
太
で
す
よ
。
」

　
と
押
し
か
け
て
言
う
と
、
初
め
て

合
点
が
行
っ
た
ら
し
く
、

「
ほ
う
左
様
で
す
け
ね
・
ろ
、
」

　
自
分
が
改
め
て
初
太
郎
の
く
や
み

を
述
べ
る
と
、
そ
れ
に
は
殆
ん
ど
返

事
も
せ
ず
、
何
処
へ
お
い
で
な
さ
る

と
訊
く
．
、

　
ま
た
東
京
へ
行
っ
て
来
ま
す
と
答

え
る
と
、
へ
え
と
言
い
な
が
ら
陵
中

へ
両
手
を
入
れ
て
や
が
て
紙
に
ひ
ね

っ
て
、
ほ
ん
の
草
御
銭
だ
が
持
っ
て

行
っ
て
呉
れ
と
さ
し
出
し
た
。
自
分

は
う
れ
し
く
頂
い
て
快
に
入
れ
て
、

何
か
ま
だ
話
し
出
そ
う
と
す
る
と
、

彼
は
す
ぐ
一
人
で
お
辞
儀
を
し
て
と

ぽ
／
＼
と
坂
下
の
方
に
降
り
て
行
っ

た
．
．　

自
分
は
そ
の
次
の
駅
か
ら
馬
車
に

乗
っ
た
。
思
い
出
し
て
被
か
ら
先
刻

の
ひ
ね
り
を
取
出
し
て
見
る
と
、
五

十
銭
銀
貨
が
三
枚
包
ん
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
り
）

　
こ
の
原
稿
は
、
生
前
に
ご
投
稿
い

た
だ
い
て
い
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
次
回
か
ら
は
牧
水
が
少
年

小
説
と
し
て
執
筆
し
た
コ
狐
か
人
か
L

を
連
載
す
る
予
定
で
す
。

、
つ

こ“、
つ
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■　
憶巾

⑳
死
亡
厭
因
に

　
　
　
つ
い
て

東
郷
病
院
院
長
鈴
木
俊

　
日
本
で
一
年
間
に
ど
れ
く
ら
い
の

方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
か
御
存
知
で

す
か
、
七
十
五
万
人
の
方
が
亡
く
な

り
人
口
干
人
あ
た
り
に
し
ま
す
と
、

六
・
三
人
で
す
、
こ
れ
を
粗
死
亡
率

と
よ
び
ま
す
。

　
東
郷
町
の
話
を
し
ま
す
と
過
去
三

年
間
に
六
L
年
、
六
十
一
年
、
六
十
二

年
そ
れ
ぞ
れ
六
十
「
人
、
五
十
七
人
、

六
十
七
人
で
し
た
。
粗
死
亡
率
は
人

口
要
人
対
九
・
．
八
人
、
九
・
二
人
、

十
二
八
人
置
日
本
の
平
均
を
上
ま
わ

っ
て
い
ま
す
。
粗
死
亡
率
は
人
口
に

老
人
が
多
い
か
考
慮
し
て
い
な
い
た

め
、
こ
れ
ら
の
数
字
が
高
い
か
ら
と

言
っ
て
東
郷
町
の
医
療
事
情
が
悪
い

と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
五
十
歳
以
上
の
死
亡
が
全
死
亡
中

に
占
め
る
割
合
を
P
M
R
と
い
い
ま

す
．
．
若
死
に
す
る
も
の
が
多
い
か
、
相

応
の
年
配
に
な
っ
て
死
亡
す
る
も
の

が
多
い
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
が
、
日
本
の
平
均
八
十
八
パ
ー

セ
ン
ト
に
対
し
当
町
は
九
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
九
十
三

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
九
十
三
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
並
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
死
亡
原
因
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま

す
と
、
日
本
で
の
第
一
位
が
悪
性
新

生
物
つ
ま
り
癌
な
ど
で
す
。
当
町
で

も
毎
年
十
六
人
か
ら
十
七
人
の
方
が

こ
の
為
に
亡
く
な
り
ま
す
。
こ
こ
三

年
間
で
四
十
九
人
、
全
死
亡
原
因
の

二
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
我
が

国
の
平
均
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
大

差
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
（
表
2
）

　
日
本
の
癌
は
胃
、
肺
の
順
に
な
っ

て
お
り
、
当
町
で
も
そ
の
傾
向
は
同

じ
に
な
っ
て
い
ま
す
．
．
し
た
が
っ
て
、

現
在
胃
検
診
が
行
わ
れ
て
、
胃
癌
死

亡
者
が
誘
っ
た
よ
う
に
、
肺
癌
の
検

診
制
度
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
よ

い
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
残
念

な
が
ら
こ
の
制
度
は
、
宮
崎
県
に
は

で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
宮
城
県
な
ど

の
先
進
県
で
は
肺
癌
の
患
者
の
三
十

一
パ
ー
セ
ン
ト
が
切
除
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
早
期
の
肺
癌
で
は
五
年
生

存
率
が
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
な

っ
て
い
ま
す
。

（表2）

日　　　本 東郷町

悪性新生物
191，602

@　（25％）
16

心　疾　患
142，504

@（18．8％）

13

脳血管疾患
129，262

@（17．9％）
6

東郷町　60年～62年度　49名の部位（表3）

胃　　　癌
人
1
4 上　顎　癌

人
3

　　i　　　人
N胱翻1

大　腸　癌 6 胆嚢胆管癌 3 白　血　病 1

肺　　　癌 9 子　宮　癌 2 そ　の　他 1

悪性リンパ腫． 5 卵　巣　癌 1

年
金
積
立
金

　
還
元
融
資
を
う
け
て

〔表1）

O
無
料
歯
科
検
診
と
相
談

。
歯
み
が
き
指
導

O
無
料
フ
ッ
素
塗
布

な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
1
坪
谷
地
区
水
道
一

　
町
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る

坪
谷
川
地
区
営
農
飲
雑
用
水
施
設
事
業
（
農

村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
）
は
、
そ
の
建
設

資
金
の
一
部
を
年
金
積
立
金
の

還
元
融
資
を
う
け
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
納
付
さ
れ
た
国
民
年

金
、
厚
生
年
金
等
の
積
立
金
を
借
り

受
け
て
町
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
向

上
に
役
立
つ
施
設
を
整
備
し
て
い
く

も
の
で
す
が
六
十
一
年
度
か
ら
、
坪

谷
地
区
の
営
農
飲
雑
用
水
施
設
事
業
に
融

資
を
受
け
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に
給
水

戸
数
百
二
十
戸
で
今
後
も
こ
の
年
金

積
立
金
の
融
資
を
受
け
、
計
画
で
は

六
十
五
年
度
ま
で
に
五
百
三
十
戸
の

給
水
が
で
き
る
施
設
が
完
成
す
る
予

定
で
す
．
、

母
と
子
の
良
い
歯
の

　
　
＝
ン
ク
ー
ル

　
六
月
四
日
は
む
し
歯
予
防
デ
ー
で

す
が
、
日
向
・
東
臼
杵
郡
歯
科
医
師

会
で
は
、
次
の
日
程
で
「
母
と
子
の

良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行
い
ま

す
。▽

日
時
　
5
月
2
8
日

　
　
●
　
午
後
2
時
～
午
後
5
時

▽
場
所
　
・
日
向
骨
屋
3
階

そ
の
他
に

　
　
ゐ
　
ダ

房
　
1
4

　訟ゾ
　ぞト

駕親静
　「3、

噛

ノ繋
ρ
、

坪谷川地区営農飲雑用水施設事業
第三配水池
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青
年
リ
ー
ダ
ー

国
内
研
修
生
募
集

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
六
十

三
年
度
国
内
研
修
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
．
．

▽
募
集
予
定
人
員
　
3
名

▽
派
遣
先
　
北
海
道
幕
別
町

▽
期
間
　
昭
和
6
3
年
7
月
6
日
～
7

　
　
　
月
1
0
日
（
4
泊
5
日
）

▽
対
象
者
　
町
青
年
団
活
動
に
積
極

　
的
に
参
加
し
、
今
後
も
青
年
団
活

　
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
期
待
で
き

　
る
も
の
、

▽
募
集
期
限
　
昭
和
6
3
年
6
月
1
0
日

▽
参
加
申
込
及
び
問
い
合
せ

　
　
　
　
町
教
育
委
員
会
事
務
局

婦
人
検
診

5
月
1
0
日

▽
場
所
　
越
表
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

▽
受
付
　
9
時
～
1
0
時

▽
場
所
　
農
協
坪
谷
支
所

▽
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

5
月
1
1
日

▽
場
所
　
老
入
福
祉
館

▽
受
付
　
9
時
～
1
0
時

　
　
　
1
3
時
～
1
4
時

5
月
1
2
日

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

▽
受
付
　
9
時
～
1
0
時

▽
場
所
　
農
協
正
風
支
所

▽
受
付
　
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

乳
児
健
康
診
査

5
月
1
7
日

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

▽
受
付
　
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時

三
歳
児
健
康
診
査

5
月
1
8
日

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

▽
受
付
　
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時

献
血

　
東
郷
町
で
は
、
毎
回
多
く
の
方
か

ら
献
血
を
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
毎
年
夏
場
は
、
血
液
の
在
庫

が
不
足
し
が
ち
で
す
。

　
次
の
日
程
で
献
血
車
が
ま
い
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
．

6
月
－
日

▽
場
所
　
東
郷
町
役
場

▽
時
間
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
所
　
農
協
東
郷
支
店

▽
時
間
　
1
3
時
～
1
5
時

行
政
相
談

　
　
　
人
権
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

什
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
ま
た
、

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
付
け
ま
す
．
．

▽
日
時
　
5
月
1
7
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
当
日
以
外
は
、
自
宅
で
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
．
、

　
行
政
相
談
員

　
　
　
東
郷
町
仲
深
　
山
口
俊
一

　
人
権
相
談
員

　
　
　
東
郷
町
寺
迫
　
黒
木
利
松

　
　
　
　
　
羽
坂
　
山
本
和
年

　
　
　
　
　
仲
深
　
中
谷
芳
雄

職
員
の
異
動

　
四
月
一
日
、
町
職
員
の
異
動
が
あ

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
．
．

▽
採
用

　
　
黒
木
升
男
（
税
務
課
）

　
　
伊
藤
浩
二
（
住
民
課
）

　
　
片
江
豊
春
（
教
育
委
口
貝
会
）

　
　
川
村
初
美
（
鶴
野
内
保
育
園
）

　
　
清
水
留
美
（
老
人
ホ
ー
ム
）

　
　
佐
藤
敦
美
（
老
人
ホ
ー
ム
）

　
　
池
田
陽
子
（
東
郷
病
院
V

▽
異
動

O
税
務
課
長
　
黒
木
一
希
（
開
発
整

備
課
参
事
）
　
O
老
人
ホ
ー
ム
園
長

若
林
義
和
（
税
務
課
長
）
o
開
発
整

備
課
参
事
　
小
野
三
千
樹
（
林
政
課

長
補
佐
）
O
林
政
課
林
政
係
　
山
口

佐
知
男
（
企
画
財
政
課
企
画
係
）
O

住
民
課
保
険
年
金
係
　
黒
木
孝
利
（

税
務
課
固
定
資
産
係
）
o
企
画
財
政

課
企
画
係
　
福
田
幸
一
（
住
民
課
保

険
年
金
係
）
o
教
育
委
員
会
社
会
教

育
係
　
清
水
昭
生
（
教
育
委
員
会
学

校
教
育
係
）

▽
委
嘱

。
教
育
委
員
会
社
会
教
育
指
導
員

岩
倉
聡
　
川
原
塩
江

　
　
今
月
の
納
税
等

固
定
資
産
税

善
急6

灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
、

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
八
重
原
の
橋
本
長
｝
さ
ん
か
ら

（
マ
ツ
ヱ
さ
ん
・
7
9
歳
ご
死
去
）

◎
鶴
野
内
の
寺
田
恒
夫
さ
ん
か
ら

（
リ
ク
さ
ん
・
9
4
歳
ご
死
去
）

φ
命
毒
脅
摯
喜
脅
．
鐙
診
癬
φ
φ
軸

申
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎

聯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
密

φ
毒
岱
、
宰
摩
r
壷
動
壷
寮
夢
熱
二
目

　
　
（
三
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
で
と
う

寺 川 寺 三 寺 葭

原 口 田 浦 原
ち
や

康 雄 祐 淳 ん
名

歩 浩 也 司 平

敏 正 輝 力 国 父
の

生 『 雄 蔵 博 名

田 迫 田 仲 羽 住

野 野 深 坂 所

結
婚
お
幸
せ
に

（ （ （高　那 楠　寺 甲　黒 三

見　須 本　原 斐　田

末　達 喜　裕 優
久 名

代　允 美　二 子　正

南　小 川　坪 北　田 住
郷　野 南 郷
村　田 町　谷1 村　野 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

寺 橋

田 本 氏

リ マ
ツ 名

ク エ

94 79 年

歳 歳 齢

鶴 八 住
野 重
内 1原 所
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